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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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Four- PLL スペク ト ラム拡散クロック  ジェネレーター

特長

■ 入力周波数

❐ 水晶発振子入力 : 8MHz ～ 48MHz
❐ リファレンス クロック : 8MHz ～ 250MHz LVCMOS
❐ リファレンス クロック : 8MHz ～ 700MHz 差動

■ 出力周波数

❐ 25MHz ～ 700MHz LVDS, LVPECL, HCSL, CML 
❐ 3MHz ～ 250MHz LVCMOS
❐ 1kHz ～ 8MHz の 1 出力 LVCMOS

■ RMS 位相ジッ タ : 1ps 最大、 12kHz ～ 20MHz オフセッ ト

■ PCIe 1.0/2.0/3.0 対応 

■ SATA 2.0, USB 2.0/3.0, 1/10GbE 対応 

■ 最大 12 出力をサポート、 6 出力ずつ 2 バンク

❐ 最大 8 差動出力ペア （HCSL, LVPECL, CML または LVDS） 
❐ 最大 12 LVCMOS 出力

■ バンク内の差動出力スキューは最大 100ps 

■ 以下のものを備えた 4 個のフラクシ ョナル N 型位相同期回路
(PLL)

❐ VCXO (±120ppm、 0.23ppm のステップ )

❐ スペク ト ラム拡散機能 ( 論理 SS と Lexmark プロファイル ,
0.1% ～ 5%, 0.1% のステップ , 下方または中央   拡散 )

■ 電源電圧 : 1.8V, 2.5V, 3.3V

■ ゼロ遅延バッファ  (ZDB) と非ゼロ遅延バッファ  (NZDB) コン
フ ィギュレーシ ョ ン

■ I2C経由で再コンフ ィギュレーシ ョ ン(基板上でのプログラム)
が可能 

■ 産業グレードのデバイス、48ピンQFN (7×7×1.0mm) パッケー
ジで提供

論理ブロック図
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機能の詳細

CY27410 は、4 個の独立したフラクシ ョナル PLL を備えた標準
性能のプログラマブルなクロック  ジェネレータであり、 0ppm
の合成誤差でいかなる周波数も生成できます。 それぞれの PLL
の後に、 1 つの PLL から 4 つの異なる周波数を生成する独立し
た 4 個の分周器    の一式が続きます。4 個の分周器は、最小限の
スキューで位相の揃ったクロック出力を生成するために 同期さ
れます。 PLL は、 EMI を減少させるためのスペク ト ラム拡散機
能にも対応しています。PLL1 は、VCXO 機能を備えており、出
力周波数を ppm 単位で変更できます。

CY27410 の入力には、水晶振動子またはシングルエンド／差動
リファレンス クロックを使用できます。 デバイスは最大 12 出
力をサポート し、 それぞれ 6 出力ずつの 2 バンクに分けられて
います。 PLL1 と PLL2 の 4 出力はバンク 1 の出力に多重化さ
れ、 PLL3 と PLL4 の 4 クロック出力   はバンク 2 の出力に多重
化されています。 これら 2 バンクの 12 出力は、8 差動出力、12
シングルエンド出力、 または差動出力とシングルエンド出力の
組合せに設定できます。

CY27410 は、デバイスのコンフ ィギュレーシ ョ ン設定を格納す
る揮発性メモリ と 8 レジスタからなる不揮発性メモリを内蔵し
ています。 これらのレジスタは基板上で I2C インタフェース経
由でアクセスし、 プログラムすることができます。 また、 アプ
リケーシ ョ ン基板上でデバイスを完全に再プログラムすること
もできます。 I2C インタフェース以外の外部信号は以下のよう
な異なる機能を持つ多機能ピンに設定できます。

■ 出力周波数を動的に変更

■ 出力イネーブル／ディセーブル

■ 電源切断

■ 拡散の有効化／無効化

また 32.768kHz など、幅広く使用されているリファレンス周波
数を得る ための低周波数クロ ッ ク出力 (kHz のレンジ ) を 1 つ
備えています。 CY27410 のジッ タ仕様は、 PCIe 1.0/2.0/3.0、
USB 2.0/3.0、 SATA 1.0/2.0、 および 1/10GbE 通信プロ ト コル
に適合しています。

入力システム

入力システムは以下のものに対応しています ( 図 1 を参照 )

■ XIN/XOUT は水晶振動子入力に対応します。

■ IN1 は差動とシングルエンド  クロック入力に対応します。

■ IN2 は差動とシングルエンド  クロック入力に対応します。

図 1.  振動子／クロック入力のブロック図 

水晶振動子を使用する場合、図 2 に示すように XIN と XOUT を
水晶   振動子に接続することで必要な内部周波数を生成します。
サポート される差動チューニング コンデンサの範囲は 8pF ～
12pF です。

図 2.  水晶の接続

IN1 と IN2 は、 シングルエンドまたは差動リファレンス入力を
受け入れるように設計されていま   す。IN2 は、デバイスに ZDB
機能を実装する時ににフ ィードバック信号を受信するために使
用します。

差動入力では、 LVPECL、 LVDS、 CML、 HCSL など複数の信号
規格で入力できます。 図 3 に示すように、 差動信号は AC カッ
プリングしなければなりません。

図 3.  差動信号とシングルエンド信号の入力

VCXO 入力ブロック

VIN 入力は、 デバイスの VCXO 機能用に使用します。 AV( オー
ディオビジュアル ) 向けアプリケーシ ョ ン等で必要とされるこ
の機能では、 入力電圧に応じて出力周波数を変更できます。 出
力周波数は、 最大 ±120ppm まで可変できます。 この入力電圧
は、 VCXO 機能を提供するために PLL1 分数分周器を直接制御
します。

周波数選択入力

CY27410 は周波数選択機能に対応しており、動作中に出力周波
数を変更できます。 デバイスには 8 つのコンフ ィギュレーシ ョ
ンレジスタがあり、 事前にプログラムするか、 または I    2C を介
して書き込めます。 FS ピンの信号レベル (HIGH か LOW) を変
更することで、適切なコンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタを選択
し、 それに応じて出力周波数を変更します。

MUX

DIV-R1

DIV-R2

IN1P

IN2P

XO

INC

INI

IN1S

IN2S

IN1N

IN2N 合
成

セ
ク
シ
ョ
ン
へ

XIN

XOUT

XIN

XOUT

XO水晶

INxP

INxN終端

INxP

INxNRS

差動信号

LVCMOS信号

100pF

100pF



CY27410

文書番号 : 001-96106 Rev. *D ページ 4/30

I2C ブロック  (SCLK、 SDAT)

CY27410 は、 I2C 経由で内部レジスタのプログラ ミングに対応
しており、 デバイスを設定すること    ができます。 CY27410 は
また、 フラッシュ  メモリ ( 不揮発メモリ ) へのユーザー プロ
フ ァイル プログラ ミ ングおよび部分的な更新をサポート して
います。 メモリ内容のプロテクシ ョ ンは、 読出し , 書込み , 読
出し／書込みおよびプロテクシ ョ ンなしを設定できます。 デバ
イスは、 I2C バス仕様 Ver. 2.1 以降に準拠しています。 主な仕
様は以下のとおりです。

■ 400kb/s ( ファスト  モード )

■ 7 ビッ ト  アドレッシングに対応

■ 選択可能なデバイス アドレス ( プログラム可能 )、デフォルト  
= 69 (16 進数 ) (7 ビッ ト )

クロック生成セクシ ョ ン

CY27410 は、 コアブロックである 4 個の PLL から構成されま
す。それぞれの PLL はフラクシ ョナル N 機能を備えており、入
力リファレンス周波数から 100   ppb までの精度で出力周波数を
生成できます。 PLL の出力は 4 個の分周器に供給された後、 シ
ンクロナイザで同期されます。グリ ッチなしのクロッ    ク遷移機
能を実現する、 または可変遅延生成回路を使ってプログラマブ
ル遅延機能も実現できます。 出力分周器とマルチプレクサも、
このサブシステムの一部として含まれています。図 4 に示す構
成は、 全 4 個の PLL で同じ構造を持っています。

図 4.  PLL の構造

出力セクシ ョ ン

CY27410 には、デバイスの上部と下部 2 つの出力バンクがあり
ます。 それぞれのバンクは 6 出力からなります。 そのう ち、
OUT11 ～ OUT14 および OUT21 ～ OU   T24 は差動とシングル
エンド出力に対応しており、 OUT15 ～ OUT16 および OUT25
～ O U T26 はシングルエンド出力のみに対応します。

PLLから分周器を経由して供給されたクロックソースは図 5 と
図 6 に示すように、 マルチプレクサでどのソースを出力するか
を決定します。

図 5.  バンク 1 の出力

図 6.  バンク 2 の出力
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基板上のプログラ ミング

ユーザー基板上でフラッシュ メモリ ( 不揮発メモリ ) に書き込
むことが可能なため、 あらかじめプログラムされていない空の
デバイスを使用できます。 これにより、 同じデバイスを複数の
プロジェク トに使用でき、各々のプロジェク トに基づ   いてデバ
イスをプログラムできます。 基板上のプログラ ミングの概念図
を図 7 に示します。

図 7.  基板上のプログラ ミング

機能的な特長とアプリケーシ ョ ンの考慮事項

CY27410 は商用 , 産業用およびローエンド  ネッ トワーキング
アプリケーシ ョ ン向けの4 PLLスペク ト ラム拡散クロック  ジェ
ネレータです。 このデバイスの主な仕様は、最大 700MHz まで
の周波数に対応する差動入力 (2) と出力 (12) です。デバイスは
最大 1ps の低い RMS 位相ジッ タ、 および VCXO, 周波数選択 ,
PLL バイパス モードなどの各種機能を備えています。デバイス
は PCIe 1.0/2.0/3.0、 USB 2.0/3.0、 10GbE などの主な規格に準
拠するよう設計されています。

本製品は LVDS、 LVPECL、 CML、 HCSL、 および LVCMOS の
論理レベルに対応しています。

クロック  ジェネレータ

CY27410 の主な機能は、外部クロック  (IN1) または水晶リファ
レンスからの周波数生成です。出力周波数を決定するためには、
4 つの変数があります。これらは REF 入力、DIV-R (R1)、FracN
(DIV-N) 分周器、 ポスト分周器 (DIV-O) です。 出力周波数を決
定する基本式は下記のとおりです。

■ クロック  ジェネレータ  モード
❐ fOUT = ((REF x DIV-N) / DIV-R) / DIV-O

■ PLL バイパス モード

❐ fOUT = REF / DIV-I または REF / DIV-I / DIV-L

基本的な PLL のブロック図を図 8 に示します。PLL の各出力は
遅延回路を介して出力マルチプレクサに供給されます。 この遅
延回路は必要に応じ   て各々のクロックを一定時間遅延させま
す。

図 8.  PLL ブロック図、 クロック生成

PCIE （HCSL） のクロック生成

PCIe アプリケーシ ョ ン用に、 CY27410 は差動出力を 8 ペア提
供します。これらの差動出力は、常に 同じ拡散を持っています。 

VCXO およびそれに対応する周波数

CY27410 は VCXO 機能および PLL カスケード接続オプシ ョ ン
を備えており、 固定リファレンスから可変周波数および高精度
の周波数を生成します。デジタル テレビでは、オーディオとビ
デオ クロックは 27MHz VCXO 信号に同期して生成されなけれ
ばなりません。 図 9 のように、 チップのアーキテクチャはカス
ケード接続によりこれを保証しています。

図 9.  PLL のカスケード接続

オーディオとビデオ クロックは、 27MHz VCXO 入力と同時に
生成される要件以外に、 出力周波数を生成するために複雑な分
周比も必要とし    ます。オーディオとビデオ信号用の一般に使用
されている分周比は、 表 1 に示されます。
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表 1.  オーディオとビデオ周波数
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ゼロ遅延バッファ機能

CY27410 は、 ゼロ遅延バッファ  (ZDB) と して機能します。 こ
の機能を実装するためには、同一 PLL 出力のいずれかをフ ィー
ドバック  リファレンスと して使います。 フ ィードバック  ルー
プ内に分周器を使用することで、周波数逓倍 ZDB と しても機能
できます ( 図 10 を参照 )。 この機能は、PLL が整数 N モードに
ある時にのみサポート されます。 

図 10.  ZDB コンフ ィギュレーシ ョ ン

CY27410 は、 R1 と R2 を整数比で変更することで、 周波数逓
倍 ZDB を実装し ます。 二つの値が一致し ている場合は、
CY27410 は単純な ZDB と して動作します。 

進み位相／遅延位相

CY27410 は、 0 ～ 4×VCO/2 サイクルを提供するために、 分周
器で遅延回路をサポート し  ます。したがって、この機能を使用
すると、 ある出力は他の出力に比べて一定の遅延位相または進
み位相を持たせることができます。 この機能は、 ZDB モードに
も使用でき、 リファレンス入力に対して 「進み」 位相や 「遅延」
位相を   提供します。 図 11 と図 12 を参照ください。

図 11.  進み位相／遅延位相の出力

図 12.  ZDB コンフ ィギュレーシ ョ ンでの進み位相／遅延位相

非ゼロ遅延バッファ

CY27410 は、 PLL バイパス モードに対応しています。 これは、
図 13 に示されるように、PLL ブロック全体をバイパスして、設
定可能な非ゼロ遅延バッファ  (NZDB) と して動作します。 入出
力のレベル   変換と選択入力にも対応しています。

図 13.  NZDB コンフ ィギュレーシ ョ ン

クロック  ジェネレータとバッファの組合せ

CY27410 は、 単一のデバイス内でクロ ッ ク  ジェネレータ と
バッファの組合せを提供しています。 これは入出力のコンフ ィ
ギュレーシ ョ ンを組み合わせることで実現します。 このアプリ
ケーシ ョ ンの例を図 14 に示します。

図 14.  クロック  ジェネレータと NZDB
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低周波数出力

CY27410 は図 15 に示されるように、LVCMOS 出力のできる低
周波数ジ ェ ネレータ  カウン タ を内蔵し ています。 これは、
ウォッチド ッグタイマやkHz レンジのクロック生成に使用でき
ます。

図 15.  低周波数出力オプシ ョ ン

スペク ト ラム拡散

電磁妨害 (EMI) を減少させるために、CY27410 はスペク ト ラム
拡散変調を提供しています。 出力クロックは、 より幅広い周波
数範囲にわたってエネルギーを拡散し、システム EMI を低減さ
せるよう変調できます。CY27410 は、変調用に線形と非線形の
2 種類の拡散プロファイル を 実 装しています。

スペク ト ラム拡散は、いかなる出力クロック、いかなる周波数、
0.1% ～ 5% (0.1% のステップ ) のいかなる拡散量にも適用でき
ます。 中央または下方拡散もプログラムできます。

拡散変調レートは、 30kHz ～ 60kHz に制限されます。

スペク ト ラム拡散は、 FracN の変調でデジタル処理で生成され
ます。つまり、すべてのパラメータ   はプロセスや電圧、温度変
化とは無関係で安定しています。同一 PLL から生成されるすべ
てのクロックは、 同じ変調量を持っています。

図 16 に示すように、 変調されたクロックの高調波は、 変調さ
れない信号の高調波に比べてピークが低く なります。 この減少
量は、周波数 （F) および拡散量 （P) に依存します。非線形プロ
ファイルの場合、 減少量は次の式で計算します。

dB = 6.5 + 9 * log10(P) + 9 * log10(F)

P は拡散量 (％)、 F は MHz での周波数です。

図 16.  スペク ト ラム拡散のプロファイル

VCXO (VCFS) 機能

CY27410 は、 水晶振動子周波数を変更せずに VCXO 機能を実
現します。 この機能は、図 17 のように、FracN カウンタを VIN
レベルに応じて変調することで実装しています。 したがって、
これは電圧制御周波数シフ ト  (VCFS, voltage- controlled
frequency shift) と呼ばれています。

VCFS 機能は、 FracN 分周器を変調することで実装されます。
つまり、すべてのパラメータは   プロセスや電圧、温度変化に影
響されることな く安定した特性を示します。

VCFS 動作はスペク ト ラム拡散と組み合わせられません ( 図 18
を参照 )。

図 17.  VCFS プロファイル

図 18.  VCFS とスペク ト ラム拡散

R1

R2

O1
O2
O3

O4

DLY

FracN

PLL

C1

I1

I2

L1

Synthesis Block

Reference Outputs

from Adjacent PLL

MAX

INfre
qu

en
cy MAX

MINFr
eq

ue
nc

y

A
m

pl
itu

de
 (d

B
) EMI

Reduction

Typical Clock
SS Clock

Frequency

A
m

pl
itu

de
 (d

B
) EMI

Reduction

Typical Clock
SS Clock

Frequency

Linear Profile Nonlinear Profile

TimeTime

0 VIN
1/2 * VDD

Frequency
ppm

R1

R2

O1
O2
O3

O4

DLY

FracN

PLL

C1

I1

I2

L1

Synthesis Block

Reference Outputs

from Adjacent PLL
SSC VCFS VIN



CY27410

文書番号 : 001-96106 Rev. *D ページ 8/30

水晶発振回路

CY27410 の IN1 (XIN/XOUT) にあるリファレンス発振回路は
様々な低コス ト水晶振動子に対応しています。 CY27410 は、
8pF ～ 12pF の定格負荷容量の水晶振動子に対応しています。3
ページの図 2 に示すように、CY27410 はフ ィードバック抵抗や
チューニング コンデンサなどすべてのコンポーネン ト を内蔵
しており、 発振回路は以下の仕様で水晶振動子によるクロック
発振を行います。

適切な動作を可能にするために、 水晶の仕様は 3 つのレンジに
分けられています。

■ 低レンジ (FNOM) = 8 ～ 12MHz

■ 中レンジ = 12 ～ 20MHz

■ 高レンジ = 20 ～ 48MHz

対応する水晶発振子および回路のパラ メータを表 2 に示しま
す。

シリアル プログラ ミング インタフェース プロ ト コル

CY27410 は、 読出しと書込みモードで最大 400Kb/s で動作す
る 2 線式シリアル インタフェース用に SDAT と SCLK ピンを
使用します。 これは、 I2C バスの規格に準拠しています。 基本
的な書込みプロ ト コルは以下のとおりです。

スタート  ビッ ト ； 7 ビッ ト  デバイス アドレス ； R/W ビッ ト ；
スレーブ アク ノ リ ッジ (ACK)；8 ビッ ト  メモリ  アドレス (MA)；
ACK ； 8 ビッ ト  データ ； ACK ； ( 必要な場合 ) MA+1 アドレス

の 8 ビッ ト  データ ；ACK ；MA+2 アドレスの 8 ビッ ト  データ ；
ACK 等 :．．． ； ス ト ップ ビッ ト ( 終端 )。 

基本的なシリアル フォーマッ ト を図 19 に示します。

図 19.  シリアル バス上のデータ転送シーケンス

書込み動作は、 マスタからのデバイス アドレス ワードの後に
完全な 8 ビッ ト  メモリ  アドレスが続き、 次にスレーブからの
アク ノ リ ッジ ビッ ト  (SDAT=0/LOW) が続いたら、 有効となり
ます。次の 8 ビッ トは、書込み用のデータ  ワードを含めて く だ
さい。データ  ワードが受信された後、スレーブはも う 1 つのア
ク ノ リ ッジ ビッ ト  (SDAT=0/LOW) で応答し、 マスタは書込み
シーケンスを STOP 条件で終了します ( 図 20 を参照 )。網掛け
部分は CY27410 がドライブする信号です。

図 20.  データ  フレーム アーキテクチャ  ( 書込み )

表 2.  水晶の仕様

レンジ
最小周波数 

(MHz)
最大周波数 

(MHz)
最大 R1 

(Ω)
最大 DL 

(uW)

低 8 12 150 100

中 12 20 70 100

高 20 48 50 100

すべてのレンジに適用
される CL (pF) 対応する最大 C0 (pF)

8 2
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読出し動作は、 スレーブ アドレスの R/W ビッ トが 「1」 (HIGH) にセッ ト されることを除き、 書込み動作と同じ方法で開始されま
す。 ランダム読出しとシーケンシャル読出しという 2 つの基本的な読出し動作があります。   図 21 に、 これらの動作を示します。

図 21.  データ  フレーム アーキテクチャ  ( 読出し )

マスタは、 ランダム読出し動作を通してメモリのいかなる位置
にもアクセスできます。 この読出し動作タイプを実行するため
には、 まず読み出したいメモリ  アドレスをセッ ト します。 この
アドレスを書込み動作と同様に CY27410 に送信します。 メモ
リ  アドレスが送信された後、マスタはアク ノ リ ッジの後に続い
て START 条件を生成します。 これにより内部アドレス ポイン
ターがセッ ト され、 データがそのアドレスに格納されることな
しに、書込み動作を終了します。次に、マスタは R/W ビッ ト を
「1」 にセッ ト してデバイスアドレスを再発行します。

すると、 CY27410 はアク ノ リ ッジを発行して 8 ビッ ト  データ
を送信します。 マスタ  デバイスは転送をアク ノ リ ッ ジせず

（NACK)、 STOP 条件を生成することで、 CY27410 に送信を停
止させます。

シーケンシャル読出し動作は、 最初の 8 ビッ ト  メモリ  データ
を受信した後にマスタがSTOP条件ではな く アク ノ リ ッジを発
行することを除き、 ラン   ダム読出しと同じプロセスになりま
す。アク ノ リ ッジを発行することにより、内部アドレス ポイン
タがインクリ メン ト されて、その後、次の 8 ビッ ト  メモリデー
タが出力されます。マスタは STOP 条件ではな く アク ノ リ ッジ
を引き続き発行することで、 スレーブ デバイス メモリの内容
全体を順次読み出せます。
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ピン配置

CY27410 は 48 ピン QFN パッケージで提供されています。 

表 3.  CY27410 のピン機能

ピン名 I/O タイプ ピン数 ピン番号 機能

XIN I 水晶 1 8 水晶振動子接続　入力 XIN

XOUT O 水晶 1 9 水晶振動子接続　出力 XOUT

IN1P I LVCMOS ／
差動

1 6 IN1 差動ペアの正相入力。 LVCMOS 入力用の IN1
差動入力では外付け直列コンデンサが必要

IN1N I 差動 1 5 IN1 差動ペアの逆相入力。 LVCMOS 時は不使用
差動入力では外付け直列コンデンサが必要

IN2P I LVCMOS ／
差動 

1 4 ZDB モードのフ ィードバック入力。
IN2 差動ペアの正相入力。 LVCMOS 入力用の IN2
差動入力では外付け直列コンデンサが必要

IN2N I 差動 1 3 ZDB モードのフ ィードバック入力
IN2 差動ペアの逆相入力。 LVCMOS 時は不使用
差動入力では外付け直列コンデンサが必要

OUT15 O LVCMOS 1 39 LVCMOS クロック出力 15

OUT16 O LVCMOS 1 37 LVCMOS クロック出力 16

OUT11P O LVCMOS ／
差動

1 48 正相出力 11 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 11

OUT11N O 差動 1 47 逆相出力 11 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT11P に接続

OUT12P O LVCMOS ／
差動

1 46 正相出力 12 ( 差動 ) または LVCMOS クロック出力 12

OUT12N O 差動 1 45 逆相出力 12 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT12P に接続

OUT13P O LVCMOS ／
差動

1 43 正相出力 13 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 13

OUT13N O 差動 1 42 逆相出力 13 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT13P に接続

OUT14P O LVCMOS ／
差動

1 41 正相出力 14 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 14

OUT14N O 差動 1 40 逆相出力 14 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT14P に接続

OUT21P O LVCMOS ／
差動

1 13 正相出力 21 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 21

OUT21N O 差動 1 14 逆相出力 21 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT21P に接続

OUT22P O LVCMOS ／
差動

1 15 正相出力 22 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 22

OUT22N O 差動 1 16 逆相出力 22 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT22P に接続

OUT23P O LVCMOS ／
差動

1 18 正相出力 23 ( 差動 ) または LVCMOS 出力 23

OUT23N O 差動 1 19 逆相出力 23 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT23P に接続

OUT24P O LVCMOS ／
差動

1 20 正相出力 24 ( 差動 ) または
LVCMOS 出力 24

OUT24N O 差動 1 21 逆相出力 24 ( 差動 )、 LVCMOS の場合は OUT24P に接続

OUT25 O LVCMOS 1 22 LVCMOS クロック出力 25

OUT26 O LVCMOS 1 24 LVCMOS クロック出力 26

DNU 1 10 Do Not Use
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SDAT I/O LVCMOS ／
オープンド

レイン

1 33 I2C シリアル データ  ピン

SCLK I LVCMOS 1 34 I2C クロック  ピン

FS0 I LVCMOS 1 30 周波数選択入力端子

FS1 I LVCMOS 1 31 周波数選択入力端子

FS2 I LVCMOS 1 32 周波数選択入力端子

VIN I アナログ 1 26 ADC の電圧入力

VDDIO_D1 PWR PWR 1 44 バンク 1 の差動出力 (OUT11~14) の出力電源

VDDIO_S1 PWR PWR 1 38 バンク 1 の LVCMOS 出力 (OUT15-16) の出力電源

VDDIO_D2 PWR PWR 1 17 バンク 2 の差動出力 (OUT21~24) の出力電源

VDDIO_S2 PWR PWR 1 23 バンク 2 の LVCMOS 出力 (OUT25-26) の出力電源

VDD PWR PWR 9 1, 2, 7, 11, 12, 
25, 29, 35, 36

コア電源 

XRES I LVCMOS 1 27 リセッ ト信号 （アクテ ィブ LOW）

GND GND GND E-PAD 電源グランド

VCCD アナログ アナログ 1 28 1.8V 動作の場合、 VDD に接続。 
2.5V と 3.3V 動作の場合、 VDD に接続しない。 このピンと
GND 間を 100nF のコンデン  サで接続

表 3.  CY27410 のピン機能 ( 続き )

ピン名 I/O タイプ ピン数 ピン番号 機能
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図 22.  48 ピン QFN のピン配置
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電気的仕様

最大定格を超えると、 デバイスの寿命が短く なる可能性があります。

絶対最大定格

動作温度

動作電源

表 4.  絶対最大定格

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VDD コア電源電圧 –0.5 – 4.6 V

VDDIOX 出力バンク電源電圧 –0.5 – 4.6 V

VIN 入力電圧 VSS を基準とする –0.5 – VDD+0.4 V

VINI2C I2C バス入力電圧 SCLK、 SDAT ピン –0.5 – 6 V

TS 保管温度 非動作中 –55 – +150 °C

ESDHBM ESD ( 人体モデル ) JEDEC JS-001-2012 2000 – – V

ESDCDM ESD ( デバイス帯電モデル ) JEDEC JESD22-C101E 500 – – V

ESDMM ESD ( マシン モデル ) JEDEC JESD22-A115B 200 – – V

LU ラッチアップ JEDEC JESD78D – – 140 mA

UL-94 可燃性定格 V-0、 1/8 インチ – – 10 ppm

MSL 耐湿性レベル – 3 –

表 5.  動作温度

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

TA 周囲温度 –40 – +85 °C

TJ 接合部温度 –40 – +100 °C

表 6.  動作電源

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VDD コア電源電圧 1.8V レンジ : ±5% 1.71 1.80 1.89 V

2.5V レンジ : ±10% 2.25 2.50 2.75 V

3.3V レンジ : 5% 3.13 3.3 3.46 V

VDDIO 出力電源電圧 1.8V レンジ : ±5% 1.71 1.80 1.89 V

2.5V レンジ : ±10% 2.25 2.50 2.75 V

3.3V レンジ : 5% 3.13 3.30 3.46 V

IDDO ペア毎の供給電流 LVPECL、 出力ペアは 50 で VTT (VDD - 2V) 
に終端

– – 38.0 mA

LVPECL、 出力ペアは 50 で VTT (VDD - 
1.7V) に終端

– – 27.0 mA

IDDO ペア毎の供給電流 LVDS、 出力ペアは 100 で終端 – – 13.25 mA

IDDO ペア毎の供給電流 HCSL、 出力ペアは 33＋ 49.9 でグランド
に終端

– – 26.5 mA

IDDO ペア毎の供給電流 CML、 出力ペアは 50 で VDD に終端 – – 18.0 mA

IDDO ペア毎の供給電流 CMOS、 10pF 負荷、 33MHz – – 6.0 mA

IDDPLL1 PLL 毎の消費電流 DIVC を含む – – 26.5 mA

IDDXO XO ／入力ブロックの消費電流 XO または IN1 入力バッファが有効、IN2 入力
バッファが無効

– – 3.5 mA
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チップ レベルの DC 仕様

IDDPM 電源管理ブロックの消費電流 – – 2.5 mA

tPLLLOCK PLL ロック時間 PLL 有効から PLL 安定 (PLL の精度が ±1ppm)
までの時間 

– – 250 s

tLOCK デバイス電源投入時間 XO ベース クロック生成モードで指定の最小

VDD から出力安定までの時間。 外部クロック

入力の場合、 tLOCK は水晶発振器の起動時間

(tOSCSTART) の分減少。本仕様はリファレンス

が起動時に使用可能で安定した場合に有効。

電源投入時にユーザーが XRES を使用し、 電

源立ち上がりが tPU_SR 仕様より遅い場合、本

仕様は、 XRES が開放されてから出力が安定

するまでで計算される。

– – 10.0 ms

tOSCSTART 水晶発振器起動時間 水晶発振器が電源投入されてから安定するま
での時間。 水晶 FNOM = 25MHz、 C1>1fF

– – 4 ms

tPU_SR 電源投入時の電源スルーレート VDD が指定の最小電圧に到達するための電源
立ち上がりレート  ( 電源立ち上がりは単調で
なければならない )。1V/ms より遅い電源の場
合は、 電源投入時に XRES を使って外部から
デバイスをリセッ    トのままにし、VDD が仕様
の最小値に達した後 XRES を解放すること  

1 – 67 V/ms

表 7.  入力の DC 電気的仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VIH33 入力 HIGH 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 3.3V 2.0 – – V

VIH25 入力 HIGH 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 2.5V 1.7 – – V

VIH18 入力 HIGH 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 1.8V 1.1 – – V

VIL33 入力 LOW 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 3.3V – – 0.8 V

VIL25 入力 LOW 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 2.5V – – 0.7 V

VIL18 入力 LOW 電圧 LVCMOS および論理入力、 VDD = 1.8V – – 0.5 V

VDIFF 差動入力 LVDS、 CML、 PECL、 HCSL。 差動振幅、
ピーク。

0.30 – 1.45 V

DCDIFF デューティ比、 差動入力 交差する点で測定 40 50 60 %

DCLVCMOS デューティ比、 LVCMOS 入力 1/2VDD で測定 40 50 60 %

IIH 入力 HIGH 電流 入力 =VDD – – 150 A

IIL 入力 LOW 電流 入力 = GND –150 – – A

CIN 入力静電容量、 IN1、 IN2 10MHz で測定、 差動 – – 3.0 pF

VPPSINE AC 入力スイング ピーク Clipped Sine 波、 通常 1000pF コンデンサを
介して AC 結合

0.8 1.0 1.2 V

RP 入力プルダウン抵抗 LVCMOS 入力 75 115 170 k

表 6.  動作電源 ( 続き )

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位
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出力の DC 仕様

表 8.  LVCMOS 出力の DC 仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VOH 出力 HIGH 電圧 4mA 負荷 VDDIO–0.3 – – V

VOL 出力 LOW 電圧 4mA 負荷 – – 0.3 V

表 9.  LVDS 出力の DC 仕様 (VDDIO = 2.5V または 3.3V)

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VPP LVDS 出力、 AC シングルエン
ド、 ピーク  ツー ピーク、 

8MHz ～ 325MHz 250 – 510 mV

VPP LVDS 出力、 AC シングルエン
ド、 ピーク  ツー ピーク、

325MHz ～ 700MHz 200 – 510 mV

△ VPP 逆相出力状態間での VPP の変
化

– – 50 mV

VOCM コモンモード出力電圧 2.5V と 3.3V。 1.8V 動作では AC 結合が必要 1.125 1.200 1.375 V

VOCM 逆相出力状態間での VOCM
の変化

– – 50 mV

IOZ 出力リーク電流 出力が無効、 VOUT = 0.75V ～ 1.75V –20 – 20 A

表 10.  LVPECL 出力の DC 仕様 (VDDIO = 2.5V または 3.3V)

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VOH 出力 HIGH 電圧 R-term = 50 で VTT (VDDIO–2.0V) に接続 VDDIO  – 
1.165

– VDDIO
–0.800

V

VOL 出力 LOW 電圧 R-term = 50 で VTT (VDDIO–2.0V) に接続 VDDIO – 
2.0

– VDDIO
 – 1.620

V

VPP LVPECL 出力、 AC シングル
エンド、 ピーク  ツー ピーク

fOUT = 8MHz ～ 150MHz 450 – – mV

fOUT = 150MHz ～ 700MHz 320 – – mV

表 11.  CML 出力の DC 仕様 (VDDIO = 2.5V または 3.3V)

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VOH 出力 HIGH 電圧 R-term = 50 で VDDIO に接続 VDDIO – 
0.1

– – V

VOL 出力 LOW 電圧 R-term = 50 で VDDIO に接続 VDDIO – 
0.7

– VDDIO  – 
0.3

V

VPP CML 出力時の AC ピーク  ツー
ピーク電圧、 シングルエンド

fOUT = 8MHz ～ 150MHz 250 – 700 mV

VPP CML 出力時の AC ピーク  ツー
ピーク電圧、 シングルエンド

150 < fOUT < 700MHz 200 – 600 mV
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入力クロックの AC 仕様

表 12.   HCSL 出力の DC 仕様 (VDDIO = 2.5V または 3.3V)

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

VOCM コモンモード出力電圧 コモンモード 350 – 400 mV

VOHDIFF 差動出力 HIGH 電圧 差動波形で測定 150 – – mV

VOLDIFF 差動出力 LOW 電圧 差動波形で測定 – – –150 mV

VCROSS 交差点絶対電圧 シングルエンド波形で測定 250 – 550 mV

VCROSSDELTA クロッ クのすべての立上りエッ
ジにわたる VCROSS の変化

シングルエンド波形で測定 – – 140 mV

表 13.  入力周波数範囲 

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

FCRYSTAL 水晶発振器周波数 基本 AT カッ ト水晶 8 – 48 MHz

FREFERENCE リファレンス周波数 PLL の内部リファレンス周波数 8 – 40 MHz

FINCMOS LVCMOS 入力周波数 バッファ  モード、 すべての PLL が無効 8 – 250 MHz

FINCMOS LVCMOS 入力周波数 バッファ  モード、 1 個以上の PLL が有効 8 – 125 MHz

FINCMOS LVCMOS 入力周波数 CLKGEN モード 8 – 250 MHz

FINCMOS LVCMOS 入力周波数 ZDB モード、PLL は整数 N 型コンフ ィギュ
レーシ ョ ン

8 – 250 MHz

FINDIFF 差動クロック入力周波数 バッファ  モード、 すべての PLL が無効 8 – 700 MHz

FINDIFF 差動クロック入力周波数 バッファ  モード、 1 個以上の PLL が有効 8 – 125 MHz

FINDIFF 差動クロック入力周波数 CLKGEN モード 8 – 300 MHz

FINDIFF 差動クロック入力周波数 ZDB モード、PLL は整数 N 型コンフ ィギュ
レーシ ョ ン

8 – 300 MHz

FINCAS カスケード接続クロック周波数 バッファ  モードの内部カスケード周波数 8 – 125 MHz

表 14.  入力クロックの AC 電気的仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

tCMOSDC LVCMOS 入力のデューティ比 1/2 VDD の 20 ～ 80% で測定、動作保証範囲 40 50 60 %

tDIFFDC 差動入力のデューティ比 VOCM の 20 ～ 80% で測定、 動作保証範囲 40 50 60 %

tRFCMOS LVCMOS入力の立上り／立下り
時間

VDD の 20 ～ 80% で測定 – – 4 ns
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出力の AC 仕様

表 15.  LVCMOS 出力の AC 電気的仕様。 負荷 : 15pF < 100MHz、 7.5pF < 200MHz、 5pF > 200MHz

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

コモン AC 電気的仕様

tRFCMOS 立上り／立下り時間 fOUT < 100MHz、 20% ～ 80% – – 2.0 ns

tRFCMOS 立上り／立下り時間 fOUT < 200MHz、 20% ～ 80% – – 1.5 ns

tRFCMOS 立上り／立下り時間 fOUT < 250MHz、 20% ～ 80% – – 1.3 ns

tSKEW
出力間スキュー 等価負荷 , 1/2 VIOX で測定 , 同一バンク内 , 同一 PLL

から出力

– – 150 ps

バッファ  モード

fOUT 出力周波数 全ての PLL が無効 8 250 MHz

fOUT 出力周波数 1 個以上の PLL が動作中 8 125 MHz

tDC 出力デューティ比 VIOX の 1/2 で測定 
入力 DC=50%

40 50 60 %

tJIT_ADD 追加の RMS 位相ジッ タ fOUT = 156.25MHz, 12k ～ 20MHz オフセ ッ ト ,
DIVI=1。VDD  の 20% ～ 80% で入力スルー レートが
1.8V/ns

– 0.7 1.0 ps

tDELAY 伝播遅延 入力と出力間の遅延 – – 7.0 ns

ZDB モード  (IN1 = REF、 IN2 に差動または LVCMOS フ ィードバック入力を接続 )

fOUT 出力周波数 8 – 250 MHz

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定
fOUT > 200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V。
fOUT > 100MHz、 VDDIO = 1.8V

40 50 60 %

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定、
fOUT  200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V。
fOUT  100MHz、 VDDIO = 1.8V

45 50 55 %

tOCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 1 万サイクル , 1/2 VIOX, 
fOUT = 100MHz で測定。 VDD の 20% ～ 80% で入力
スルー レートが 1.8V/ns。 コンフ ィギュレーシ ョ ン
依存

– – 50 ps

tPJ 周期ジッ タ ピーク  ツー ピーク , 1 万サイクル , 1/2 VIOX, fOUT =
100MHz で測定。 VDD の 20% ～ 80% で入力スルー
レートが 1.8V/ns。 コンフ ィギュレーシ ョ ン
依存

– – 100 ps

tPDELAY 伝播遅延 VIOX の 1/2 で測定

±250ps ( 基板上の遅延 ( 出力から入力まで ) を含ま

ない )。
最大の基板遅延 (tDELAY_BOARD) は2ns を超えてはな

らない。

ZDB モード中の合計遅延は tDELAY_BOARD + tPDELAY

–350 – 350 ps

CLKGEN モード

fOUT 出力周波数 3 – 250 MHz

fOUTL 低周波数出力 1kHz まで対応 (DIVLへの最大入力周波数は 48MHz) 0.001 – 50 MHz

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定、 
fOUT > 200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V。
fOUT > 100MHz、 VDDIO = 1.8V

40 50 60 %

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定、 
fOUT  200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V。
fOUT  100MHz、 VDDIO = 1.8V

45 – 55 %
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tCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 1 万サイクル , 1/2 VIOX, fOUT= 100MHz で測

定。 コンフ ィギュレーシ ョ ン依存

– – 50 ps

tPJ 周期ジッ タ ピーク  ツー ピーク , 1 万サイクル , 1/2 VIOX, fOUT=
100MHz で測定。 25MHz 水晶の入力リファレンス。
コンフ ィギュレーシ ョ ン依存

– – 100 ps

SSC モード

fOUT 出力周波数 3 – 250 MHz

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定、 
fOUT > 200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V
fOUT > 100MHz、 VDDIO = 1.8V

40 50 60 %

tDC 出力デューティ比 1/2 VIOX で測定、 
fOUT  200MHz、 VDDIO = 2.5V または 3.3V
fOUT  100MHz、 VDDIO = 1.8V

45 50 55 %

tCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 1 万サイクル , 1/2 VIOX, 
fOUT= 100MHz, スペク ト ラム拡散 0.5% で測定
25MHz 水晶の入力リファレンス。コンフ ィギュレー
シ ョ ン依存

– – 100 ps

表 15.  LVCMOS 出力の AC 電気的仕様。 負荷 : 15pF < 100MHz、 7.5pF < 200MHz、 5pF > 200MHz( 続き )

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位
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表 16.  差動出力の AC 電気的仕様 (LVPECL、 CML、 LVDS) [1]

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

コモン AC 電気的仕様 

tRF PECL 出力立上り／立下り時間 AC レベルの 20% ～ 80%、622.08MHz で測定 – – 450 ps

tRF CML 出力立上り／立下り時間 AC レベルの 20% ～ 80%、622.08MHz で測定 – – 450 ps

tRF LVDS 出力立上り／立下り時間 AC レベルの 20% ～ 80%、622.08MHz で測定 – – 450 ps

tSK1 出力スキュー 同一バンク内、 同一 PLL から出力した 4 つの
差動出力ペア ( 同一出力スタンダードおよび
負荷条件 )

– – 100 ps

バッファ  モード

tODC 出力デューティ比 50% デューティ比の差動入力信号、差動信号、
622.08MHz

45 50 55 %

tODC 出力デューティ比 50% デューティ比の LVCMOS 入力信号、差動
信号、 250MHz

40 50 60 %

tPD 伝播遅延 差動信号、 156.25MHz で測定 – – 4 ns

tJIT_ADD 追加の RMS 位相ジッ タ fOUT= 156.25MHz, 12k ～ 20MHz オフセッ ト ,
DIV1 = 1。 入力差動電圧振幅 400mV でスルー
レートが 4V/ns

– – 400 fs

ZDB モード  (REF = IN1、 1 出力ペアを IN2 にフ ィードバック )

tODC 出力デューティ比 差動信号、 100MHz で測定 45 50 55 %

tCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 差動信号 , 1 万サイ クル , fOUT =
156.25MHz で測定。入力差動電圧振幅 400mV
でスルーレートが 4V/ns ( 全ての差動出力を出
力 )

– – 50 ps

tPJ 周期ジッ タ ピーク  ツー ピーク , 差動信号 , 1 万サイクル ,
fOUT = 156.25MHz で測定。 入力差動電圧振幅
400mV でスルーレートが 4V/ns ( 全ての差動
出力を出力 )

– – 50 ps

tPD 伝播遅延 差動信号、 fOUT = 156.25MHz で測定。
±250ps ( 基板上の遅延 ( 出力から入力まで ) を
含まない )。
最大の基板遅延 (tDELAY_BOARD) は 2ns を超え
てはならない。
ZDB モード中の合計遅延は tDELAY_BOARD +
tPDELAY

–300 – 300 ps

tJRMS RMS 位相ジッ タ fIN = fOUT = 156.25MHz、 12k ～ 20MHz オフ
セッ ト。 入力差動電圧振幅 400mV でスルー
レートが 4V/ns

– 0.7 1.0 ps

PNg10k 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 10kHz fIN = fOUT = 156.25MHz。 入力差動電圧振幅
400mV でスルーレートが 4V/ns

– – –110 dBc/Hz

PNg100k 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 100kHz fIN = fOUT = 156.25MHz。 入力差動電圧振幅
400mV でスルーレートが 4V/ns

– – –119 dBc/Hz

PNg1M 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 1MHz fIN = fOUT = 156.25MHz。 入力差動電圧振幅
400mV でスルーレートが 4V/ns

– – –131 dBc/Hz

PNg10M 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 10MHz fIN = fOUT = 156.25MHz。 入力差動電圧振幅
400mV でスルーレートが 4V/ns

– – –147 dBc/Hz

注 :
1. 差動出力用の AC パラメータは差動出力のみに対して保証されます。 LVCMOS 無しの設定。
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PN-SPUR Spur PLL の更新速度以上の周波数オフセッ トで測
定。入力差動電圧振幅 400mV でスルーレート
が 4V/ns

– – –65 dBc/
Hz

CLKGEN モード

tODC 出力デューティ比 差動信号、 622.08MHz で測定 45 50 55 %

tCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 差動信号 , 1 万サイクル , 156.25MHz
で測定。入力周波数 (24MHz ～ 40MHz) 水晶 (
すべての差動出力を出力 )

– – 50 ps

tPJ 周期ジッ タ ピーク  ツーピーク , 差動信号 , 1 万サイクル ,
156.25MHz で測定。 入力周波数 (24MHz ～
40MHz) 水晶 ( すべての差動出力を出力 )

– – 50 ps

tJRMS RMS 位相ジッ タ fOUT = 156.25MHz、12k ～ 20MHz オフセッ ト – 0.7 1.0 ps

PNg10k 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 10kHz fOUT = 156.25MHz。 25MHz 水晶の入力リファ
レンス

– – –110 dBc/Hz

PNg100k 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 100kHz fOUT = 156.25MHz。 25MHz 水晶の入力リファ
レンス

– – –119 dBc/Hz

PNg1M 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 1MHz fOUT = 156.25MHz。 25MHz 水晶の入力リファ
レンス

– – –131 dBc/Hz

PNg10M 位相ノイズ、 オフセッ ト  = 10MHz fOUT = 156.25MHz。 25MHz 水晶の入力リファ
レンス

– – –147 dBc/Hz

PN-SPUR Spur PLL の更新速度以上の周波数オフセッ トにて – – –65 dBc/Hz

SSC モード

tCCJ サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 差動信号 , 1 万サイクル , 156.25MHz
で測定。 入力周波数 (24MHz ～ 40MHz) 水晶、
スペク ト ラム拡散 0.5% ( すべての差動出力を
出力 )

– – 70 ps

表 16.  差動出力の AC 電気的仕様 (LVPECL、 CML、 LVDS) [1]( 続き )

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

表 17.  HSCL 出力の AC 電気的仕様 [2、 3]

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

コモン AC 電気的仕様

fOC 出力周波数 HCSL 96 – 400 MHz

ER 立上りエッジ速度 –150mV ～ +150mV の差動波形で測定 0.6 – 4 V/ns

EF 立下りエッジ速度 –150mV ～ +150mV の差動波形で測定 0.6 – 4 V/ns

TSTABLE VRB が安定するまでの時間 –150mV ～ +150mV の差動波形で測定 500 – – ps

TPERIOD_AVG 平均クロック周期の精度、
100MHz

差動波形、 スペク ト ラム拡散が有効、
下方拡散 0.5% で測定

–300 – 2800 ppm

TPERIOD_ABS 絶対周期、 100MHz 差動波形、 スペク ト ラム拡散が有効、
下方拡散 0.5% で測定

9.874 – 10.203 ns

注 :
2. 差動出力用の AC パラメータは差動出力のみに対して保証されます。 LVCMOS 出力無しの設定。
3. すべての出力は 100MHz のクロック  (HCSL フォーマッ ト ) 。 ジッ タは PCIE ジッ タ  フ ィルタの中で最も大きいジッ タによるもの。
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R-FMATCHING 立上りエッジと立下りエッジの一
致

シングルエン ドの波形で測定。 100MHz
で立上り エ ッ ジと立下り エ ッ ジの一致
レート

–20 – +20 %

バッファ  モード

TDC デューティ比 差動波形で測定 45 50 55 %

tRMS_ADD 追加される位相ノイズ 入力差動電圧振幅 400mV でスルーレー
トが 4V/ns

– – 0.4 ps
(RMS)

ZDB モード  (REF = IN1、 1 出力ペアを IN2 にフ ィードバック )

TDC デューティ比 差動波形で測定 45 50 55 %

TCCJITTER サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 差動信号 , 1万サイクル , 100MHz
で測定。 差動電圧振幅 400mV で入力ス
ルーレートが 4V/ns ( すべての差動出力
を出力 )

– – 50 ps

JRMS PCIe 3.0 コモンクロックモード。
ランダム ジッ タ

PCIe Gen3 フ ィ ルタ。 差動電圧振幅
400mV で入力スルーレートが 4V/ns

– 0.7 1.0 ps
(RMS)

tPD 伝播遅延 早い／遅いオプシ ョ ンが無効 –300 – 300 ps

CLKGEN モード

TDC デューティ比 差動波形で測定 45 50 55 %

TCCJITTER サイクル ツー サイクル ジッ タ ピーク , 差動信号 , 1万サイクル , 100MHz
で測定。 入力周波数 (24MHz ～ 40MHz)
水晶 ( すべての差動出力を出力 )

– – 50 ps

JRMS PCIe 3.0 コモンクロックモード。
ランダム ジッ タ

REF = 25MHz 水晶、
fOUT = 100MHz、 PCIe Gen3 フ ィルタ

– 0.7 1.0 ps

表 17.  HSCL 出力の AC 電気的仕様 [2、 3]( 続き )

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

表 18.  AC I2C 仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

fSCK SCK クロック周波数 0 – 400 kHz

tHD:STA START 条件のホールド時間 0.6 – – s

tLOW SCK クロック LOW 期間 1.3 – – s

tHIGH SCK クロック HIGH 期間 0.6 – – s

tSU:STA 反復 START 条件のセッ トアップ
時間

0.6 – – s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 – – s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 100 – – ns

tR 立上り時間 – – 300 ns

tF 立下り時間 – – 300 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 0.6 – – s

tBUF STOP条件と START条件間のバス
空き時間

1.3 – – s
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表 23.  熱抵抗

表 19.  スペク ト ラム拡散仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

FMOD 変調速度 30 – 60 kHz

SSper スペク ト ラム拡散量 合計パーセン ト 0.1 – 5.0 %

SSStep スペク ト ラム拡散ステップ パーセン ト – 0.1 – %

表 20.  出力選択仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

tFS 周波数切換え時間 OUT13, 14, 23, 24 の周波数切換え時
間。 両方の PLL 変更なし (MUX 選択
ビッ ト を変更 )

– – 500 µs

tFS 周波数切換え時間 出力周波数切換え時間 (DIVO 値を変
更 )

– – 500 µs

tFS 周波数切換え時間 全ての出力用の周波数切換え時間
PLL 値の変更

– – 1000 µs

tFS 出力オン時間 FS から出力が有効になる時間。PLL 変
更なし  (OE か MUX を変更 )

– – 500 µs

tFS 出力オン時間 FS から出力が有効になる時間。 電源
遮断から PLL を再開

– – 1000 µs

tOFF 出力オフ時間 FS から出力が無効になる時間。PLL 変
更なし  (OE か MUX を変更 )

– – 500 µs

表 21.  不揮発性メモリの仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

DRET 不揮発性メモリのデータ保持期間 10 – – 年

PROGCYCLE プログラム サイクル 不揮発性メモリのプログラム サイク
ル

100K – – サイクル

表 22.  その他の仕様

記号 説明 条件 Min Typ Max 単位

tXRES XRES LOW 時間 10 – – µs

TPROG フラ ッシュ  プログラ ミング温度 5 – 55 °C

CINADC VIN ピンの入力静電容量 – – 10 pF

記号 説明 条件 48-pin QFN 単位

θJA 熱抵抗
( 接合部～周囲 )

試験条件は、 EIA / JESD51 にしたがった標準
試験法および熱インピーダンス測定の手順に

従います。

15.64 °C/w

θJC 熱抵抗
( 接合部～ケース )

2.21 °C/w
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テスト と測定回路

図 23.  LVPECL 出力の負荷とテスト回路 図 24.  LVDS 出力の負荷とテスト回路

図 25.  CML 出力の負荷とテスト回路 図 26.  HCSL 出力負荷とテスト回路

図 27.  LVCMOS 出力負荷とテスト回路
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電圧とタイ ミ ングの定義

図 28.  LVCMOS 入力の定義 図 29.  LVCMOS 出力の定義

図 30.  差動入力の定義 図 31.  差動出力の定義

図 32.  スキューの定義 図 33.  伝播遅延の定義

図 34.  出力イネーブル／ディセーブル／
周波数選択のタイ ミング

図 35.  HCSL シングルエンドの測定点 - 2

図 36.  HCSL 差動の測定点 図 37.  リングバック用の HCSL 差動測定
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図 38.  HCSL の立上りと立下り時間 図 39.  電源立上げと PLL ロック時間

図 40.  ファス ト／標準モードの I2C バス タイ ミングの定義 
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パッケージ情報
本節では、 CY27410 デバイスのパッケージ仕様を示します。

注 : EPAD は、 熱抵抗の低減および電源グランドのためにグランドに接続する必要があります。

図 41.  48 ピン QFN (7 × 7 × 1.00mm) LT48D 5.5 x 5.5 EPAD (Sawn) パッケージ図

QFN パッケージを取り付ける際の推奨寸法については、 サイプレスの    アプリケーシ ョ ン ノート 「AN72845 - Design Guidelines
for Cypress Quad Flat No Extended Lead (QFN) Packaged Devices」 を参照して く ださい。

はんだリフローの仕様

表 24 に、 超えてはならないはんだリフロー温度限界値を示します。 

001-45616 *F

表 24.  はんだリフローの仕様

パッケージ 最高ピーク温度 (TC) TC–5°C 以上の最大時間

48 ピン QFN 260°C 30 秒

http://www.cypress.com/?rID=57189
http://www.cypress.com/?rID=57189
http://www.cypress.com/?rID=57189
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注文情報

以下の表に、 CY27410 デバイスの主なパッケージの機能と注文コードを示します。

注文コードの定義

表 25.  注文情報

製品番号 設定 パッケージ タイプ

CY27410FLTXI フ ィールドプログラマブル 48 ピン QFN 産業用 , –40°C ～ +85°C

CY27410FLTXIT フ ィールドプログラマブル 48 ピン QFN テープ & リール 産業用 , –40°C ～ +85°C

CY27410LTXI-xxx 工場書込み 48 ピン QFN 産業用 , –40°C ～ +85°C

CY27410LTXI-xxxT 工場書込み 48 ピン QFN テープ & リール 産業用 , –40°C ～ +85°C

テープ & リール

カスタマ固有の ID コード

温度範囲 : I = 産業用

鉛フリー

パッケージ タイプ : LT: 48 ピン QFN

設定 ： F= フ ィールドプログラマブル、 Blank= 工場書込み品

マーケティ ング コード : 274XX= デバイス番号

会社 ID: CY = サイプレス

27410 F LT TCY I- xxxX
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略語 本書の表記法

測定単位表 26.  本書で使用する略語

略語 説明

AC alternating current ( 交流電流 )
ADC analog-to-digital converter

( アナログ～デジタル変換器 )
API application programming interface ( アプリケー

シ ョ ン プログラ ミング インタフェース )
CML current-mode logic ( 電流モード  ロジック )
CMOS complementary metal oxide semiconductor

( 相補型金属酸化膜半導体 )
DC direct current ( 直流 )
ESD electrostatic discharge ( 静電気放電 )
FS frequency select ( 周波数選択 )
GUI graphical user interface

( グラフ ィ カル ユーザー インタフェース )
HCSL high-speed current steering logic 

( 高速電流ステアリング ロジック )
I2C inter-integrated circuit 

( インター インテグレーテッ ド  サーキッ ト )
I/O input/output ( 入力／出力 )
ISSP in-system serial programming 

( インシステム シリアル プログラ ミング )
JEDEC Joint Electron Devices Engineering Council 

( 半導体技術協会 )
LDO low dropout (regulator)

( 低ドロップアウト  ( レギュレータ ))
LSB least-significant bit ( 最下位ビッ ト )
LVCMOS low voltage complementary metal oxide semicon-

ductor ( 低電圧 CMOS)
LVDS low-voltage differential signals ( 低電圧差動信号 )
LVPECL low-voltage positive emitter-coupled logic 

( 低電圧正エミ ッ タ結合論理 )
MSB most-significant bit ( 最上位ビッ ト )
NV non-volatile ( 不揮発性 )
NZDB non-zero delay buffer ( 非ゼロ遅延バッファ )
OE output enable ( 出力イネーブル )
PCIe PCI express ( ピーシーアイ  エクスプレス )
POR power on reset ( パワーオン リセッ ト )
PSoC® Programmable System-on-Chip 

( プログラマブル システムオンチップ )
QFN quad flat no-lead 

( クアッ ド  フラ ッ ト  リードなしパッケージ )
RMS root mean square ( 二乗平均平方根 )
SCLK serial I2C clock ( シリアル I2C クロック )
SDAT serial I2C data ( シリアル I2C データ ) 
TSSOP thin shrunk small outline package

( 薄型シュリンク小型パッケージ )
USB universal serial bus

( ユニバーサル シリアル バス )
XTAL crystal ( 水晶 )
ZDB zero delay buffer ( ゼロ遅延バッファ )

表 27.  測定単位

記号 測定単位

°C 摂氏温度

dBc キャリア レベルを基準としたデシベル

fF フェムト ファラ ッ ド

fs フェムト秒

g グラム

GHz ギガヘルツ

Hz ヘルツ

KHz キロヘルツ

Ksps キロサンプル毎秒

k キロオーム

MHz メガヘルツ

M メガオーム

A マイクロアンペア

F マイクロファラ ッ ド

H マイクロヘンリー

s マイクロ秒

W マイクロワッ ト

mA ミ リアンペア

ms ミ リ秒

mV ミ リボルト

nA ナノアンペア

nF ナノ ファラ ッ ド

ns ナノ秒

nV ナノボルト

 オーム

pA ピコアンペア

pF ピコファラ ッ ド

pp ピーク  ツー ピーク

ppm 100 万分の 1
ppb 10 億分の 1
ps ピコ秒

sps 1 秒あたりのサンプル数

 シグマ : 標準偏差値を 1 単位とした表記

V ボルト

W ワッ ト
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